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「キリスト教の生老病死・復活⑦ー無駄にならない生き方」 

【イントロ】 
  過去5回の学びで、私たちが行く場所が分かった。創造主がどのような場所を備えてくださって 
  いるかが分かった。幽霊のような姿ではなく、復活の肉体を頂いて過ごすところ、新天地が備え 
  られている。ここで、考えなければならないのは、私たちは、その新天地(天国)に行くまで、私 
  たちが、この地上での生活をどのように過ごすかという事だ。創造主が、新天地について教えて 
  下さっているのは、将来に対する希望を与えると同時に、この地上での人生を無駄にせずに生き 
  るためだ。 
　ソロモン王は、彼の人生の中で、富も名誉も快楽も全てを手に入れましたが、彼が人生を間も 
　無く終える時に語ったことは、「これらのものは空しい。ただ創造主を心に刻みつける事だけ 
　であると伝道者の書で語りました。私たちも、この死後の行き先を知ってもなお、この地上の 
　ものばかりを追っていく生活をするならば、ソロモンのような人生の結論に至るでしょう。 
　では「死後の世界を知った私たちはどう生きれば良いのか」 
 
【この地上での人生で】 
　①「そういうわけで」 
　パウロはコリント教会へのパウロの手紙15章で人間の復活や希望について語りながら、一番最 
　後の節で「そういうわけで」という言葉を語り、そういう復活があるから、こそ、この地上で 
　どのように生きるべきかを説いた。58節「そういうわけで、愛する皆さん。確固として動揺す 
　る事なく、いつも主の働きに全力を尽くしなさい。あなたがたは、主の働きが決して無駄にな 
　る事はないことを知っているからである。」 
　パウロは「そういうわけで」という言葉から始めている。15章の最初からパウロがこんこんと 
　語り続けたこと、それは私たちには復活の希望があるということ。パウロは復活の希望がある 
　からよかったね。で終わらず、ではこの地上でどう生きるべきかを短くも強い言葉で語った。 

　②堅く立つ 
　　これは言わずもがなですが、信仰に堅く立つこと。 
　　・なぜならば、当時の初代教会の人々は希望の福音を握ったが故に多くの迫害を受けてい 
　　　た。イエス様の復活を信じた故に、復活を否定する人々から迫害を受けることになりまし 
　　　た。 
　　・また、家族からも理解が得られず、大きな軋轢を生んだことでしょう。 
　　・さらには、自分自身との葛藤もあったことでしょう。今まで、世の中の流れと自分の感情 
　　　や状況に流されて、揺り動かされながらも、その波の上に居たので分からなかったが、揺 
　　　り動かされない福音を握った瞬間、福音以外の物が揺れ動いて福音を失おうとさせる。 
　 ※福音を握った瞬間、イエス様が受けた同じような苦しみや困難や迫害・誤解が起こってくる 
　　 パウロはそのような中でも、しっかりと信仰に堅く立つことを説いた。 

　③いつも主の働きに全力を尽くしなさい。 
　　パウロは続いて、復活の希望を持っている者は、この地上で「主の働き全力を尽くす」よう 



　　に語った。 
　　●主の働き？ 
　　　・英語では「Works of the Lord」とか「Ministry of the Lord」創造主のミニストリー 
　　　・第１コリント9章1節「…あなたがたは、私が主の働きをした結果、救われた人々である」 
　　　　とパウロは語った。主の働きの結果は、救われる人々が起こされること。 
　　　・つまり、創造主を伝える働きのこと 
　　　・Living Plusでは「狭い意味では福音を直接伝える働き」だが、もっと「広い意味では 
　　　　クリスチャンがクリスチャンとして生きていくこと」だと解説している。 
　　　　→クリスチャンの中には二元論をとる人がいると言うこと。 
　　　　　・日曜日は教会のクリスチャン、それが終われば、クリスチャンの仮面を脱ぐ 
　　　　　・ある場面ではクリスチャン、その他の場面ではクリスチャンでない姿で人生を生きる 
　　　　　・伝道だけが重要で、社会的な弱者を助けるような福祉は関係ない。 
　　　　　・伝道だけの教会活動が重要で、世界の状況や隣の弱者に目を向ける事はしない。 
　　　　 
　　　※「主の働きに全力を尽くす」 
　　　　＝これは、もちろん、創造主を伝えること、救われる人々が起こされるように働く事も 
　　　　　含まれますが、大きく捉えて、クリスチャンがこの世界でクリスチャンとして生きてい 
　　　　　く事。(ある姉妹の証とカナダの証) 
　　　　　それぞれ自分が置かれた場所で、状況で、全人的にクリスチャンとして生きていく事。 
　　　　　一生懸命仕事をしながらその中で、クリスチャンの姿を見せていくこと、 
　　　　　母として、父として、子供として、孫として、おじいちゃんとしておばあちゃんとして、 
　　　　　その場所・立場でクリスチャンとして歩むこと。 

　④無駄にならない主の働き 
　　「あなたがたは、主の働きが決して無駄になることはないことを知っているからである」 
　　私たちがこの地上で、主の働きをする時に、この地上で報いを得られない事がある。 
　　これだけ頑張ったのに、報いもなければ、報酬もない。そんな気持ちになる。 
　　でも、パウロはこの文章を「そう言うわけで」と言う言葉で始めている。 
　　この地上で主の働きの報いを求めて生きるのであれば、これほど馬鹿げた、空しい生活はな 
　　い。しかし、復活の世界があること、そこに私たちが招き入れられて、涙を拭い取ってくだ 
　　さる方がおられる。そこで報いがあることを知るのなら、この地上では、報いがない事に 
　　虚しさを覚えるのではなく、この地上で行う主の働きは必ず天で報いられる。無駄になるこ 
　　とはない働きであることを知り、全力を尽くしていく必要がある。　　 

【まとめ】 
　では、私たちが今、置かれた地上での生き方が、無駄になっていないか。自分が置かれた場所 
　で無駄にならない生き方ができているかを考える必要がある。 


